
『いばらの髪のノラ　Ⅰ』　日向　理恵子／作
・魔女と人間が住む土地を分かつ以前に、地上にとり残された<黄金の
心臓>は魔法の力を正しく、強くする。自分の意思で魔法をかけることが
できない魔女のノラは、<黄金の心臓>を見つけ出すために、地上へ旅
立ち…。 （小中）

『ペット探偵事件ノート』　作／赤羽　じゅんこ
・幼なじみの弥生に、「いなくなったねこのソックスを探してほしい」と頼ま
れた宙。ペット探偵をしている源おじさんは「ペット探偵七つ道具を使
え」と言うけれど…。小さな命を守るため、捜索開始! （小中）

『机の下のウサキチ』　岡田　淳
・小学生の一平は、おじいちゃんの机の下から、不思議な野原に迷いこ
む。そこには大きなウサギがいて、まるで友だちのように、話しはじめた。
ふたりはウサギがなくした、跳ねる力を取り戻すため旅に出る…。冒険
ファンタジー。 （小中）

『ようかいばあちゃんとようかいだんしゃく』　最上　一平／作
・すみれちゃんは、ようかいばあちゃんちに一人でおとまり。じゃがいもを
植えるお手伝いをするため、山の上にある畑に行きました。その下に
は、りんご畑が広がっています。一面にりんごの白い花が咲いていて
…。 （小初）

『がっこうのてんこちゃん　はじめてばなりでどうしよう！の巻』
                                                 ほそかわ　てんてん／さく
・テンのてんこちゃんは、初めてのことがとっても苦手。学校が始まり、9匹の仲
間の前で自己紹介をすることに。ところが、緊張して、何も言えなくなってしま
い…。子どもの心に寄り添う、愉快でホッとする5つのお話を収録。 （小初）

『大阪万博１９７０』　藤川　智子
・かつてない規模で開催され、世界中から注目された1970年の大阪万
博。当時の最先端技術を利用した、いま見ても驚くようなアイデアにあ
ふれるこのイベントの概要を、イラストで詳しく紹介します。 （小初）

『おしりダンディ　ザ・ヤング　でんせつのにんじゃ』　トロル
・「おしりたんてい」の父「おしりダンディ」の若き頃の冒険譚。お殿様の
依頼を受けたダンディは、エドの国にある忍者屋敷に挑戦することに
…。4つの話を収録。かくれ問題あり。『最強ジャンプ』連載漫画を単行
本化。 （小初）

本が見あたらないときは、かかりの人に聞いてね。予約もできます。新しい本は他にもあります。 
小初は１・２年、小中は３・４年、小上は５・６年をめやすにしてください。 
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『再会の日に』　中山　聖子
・3年半前、突然引き裂かれるように別れた姉妹、陽架と未怜。あることが
きっかけで意を決した陽架は、妹の通う塾の前で待ち伏せして声をかけ
るが、未怜の反応は意外なものだった…。 （小上）

『どこかがおかしい』
                  佐東　みどり・にかいどう　青・緑川　聖司
・一見すると、ふつうに見える写真。写真にまつわる話を読んでみると、
おかしな点がうかびあがってくる。キミは、写真の違和感に気がつける
か? 全9編を収録した、奇妙なミステリー×ホラー短編集。 （小上）

『学校に行かない僕の学校』　尾崎　英子
・自分を否定し続けるくらいなら-。ある出来事をきっかけに学校に行け
なくなってしまった中2の氷川薫は、自分で選んだ寮付きの森のフリース
クール「東京村ツリースクール」に行くことに。森には「余地」がいっぱい
あって…。 （小上、中）

『アドニスの声が聞こえる』　フィル・アール
・舞台は第二次世界大戦下のイギリス・ロンドン。動物園に残されたゴリ
ラのアドニスと、ある事情からロンドンに出てきた少年ジョーゼフは、それ
ぞれの孤独の中、心を通じ合わせるようになるが…。
 （小上、中）

『見えるもの見えないもの　翔の四季　春』　斉藤　洋／作
・学校をしばらく休んだ杏の悩み。知里が告白してきた、自分のかわっ
た「力」…。日常の小さな出来事が、翔を「見えるもの」と「見えないもの」
に向き合わせ…。もの思う少年・翔をとりまく1年間を描いた「翔の四季」
シリーズ。 （小上）

『海のなかの観覧車』　菅野　雪虫
・5歳の誕生日の記憶がない透馬。15歳の誕生日を迎える直前に届い
た手紙には、ビニール袋に包まれた黒い砂が入っていた。かすかに残
る遊園地の記憶と黒い砂を手がかりに、透馬は真実を追い求め…。薄
れゆく記憶と再生の物語。 （小上）

『スラムに水は流れない』　ヴァルシャ・バジャージ
・インドの大都会ムンバイの人口の40%が住んでいるスラム。水不足が厳
しくなる頃、兄サンジャイが闇の世界の秘密を知ってしまい…。スラムに
暮らす兄妹を通し、家族の絆、友情、インドの「今」を描く、青春ストー
リー。 （小上）

『ラナと竜の方舟』　新藤　悦子／作
・ラナがたどり着いたのは、砂漠の中の<蜃気楼の町>。竜が、いのちの
危険にさらされている子どもを救いだして連れてきたという。自分も危な
いところを助けられたのだろうか。これからどうすればいいのか。ラナは
自問するが…。 （小上）

遠軽町のホームページのアドレス  http://engaru.jp/ 


